
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２０日から本校では、授業参観週間をロングで１ヶ月取り組んでいる。相互に授業を参観したり、管理職が

教職員の授業を参観したりする期間である。わたしは、本当に情けないのだが、全ての授業を参観できていな

い。先生方に申し訳なく思う。そこで、先生方に提出いただいた「主体的・対話的で深い学びのために（参観授

業の記録）」を、添付資料などと共に読み、まとめを作って、プライバシーに係る部分は全て削除して、chatGPT

で「高校の授業における工夫と、生徒の主体的関わりに関して、特徴を分析してほしい」と指示を出してみた。 

１．（本校の）全体的傾向の概要 

各教科で「主体的・対話的で深い学び」の実現を意識した構成が見られる。 

多くの授業で「①導入→②体験・交流→③まとめ・振り返り」という学びのプロセスの明確化がなされている。 

「ペアワーク」「グループ活動」「ジグソー活動」「ディベート」「ロールプレイ」など、協働的学習の場面設定が多

く、知識の活用・共有を重視している。 

２．（本校の）授業に関するまとめ 

①「生活・社会と結びつける学び」：実社会・地域・文化・歴史と関連づけることで、学びの必然性を高めている。 

②「学びを共有・再構成する場面」：発表・討論・相互評価により、知識を他者との関わりの中で再構築してい

る。③「メタ認知的な振り返り」：多くの授業で振り返りを設定し、学びの定着と次の行動を促している。④「デー

タ・ICT 活用による学びの深化」：学習履歴やデータを基にした考察・分析の活動が見られ、思考の深まりを支

えている。とのことであった。１１月６日に学習評価と授業改善の研修を行った。生徒、保護者のみなさんも授業

はしっかりと「見て」くださいね。学校において、大切な核の部分です。常に改善を心がけていきます。 

球技大会！従来種目、新種目それぞれ躍動！教職員も心一つに！ 

こや通信（名称募集）（公開版）NO.1４                  富士宮北高校校長室 

「やってみなはれ。やらなわからしまへんで。」 
令和７年１１月２０日 

後期の大切な授業参観。11 月６日研修での「やってみなはれ」 

１１月１４日、球技大会を実施した。本校では、タグラグビー（１年女子）、サッカー（２年男子、３年男子（選択

者））、バレーボール（１年男子、３年男女（選択者））、バスケットボール（２年女子、３年女子（選択者））で行な

っている。今年は、タグラグビーが新種目として加わったようだ。まさに、「やってみなはれ」である。生徒は、新種

目に、ものすごく真剣に、そして楽しそうに取りくんでおり、とても、見ていて微笑ましかった。生徒たちは、日常の

授業中の顔とは異なる顔を見せてくれるので、とても興味深い日となる。校内でのあいさつなどの声の弾み方

も、一人一人のテンションも高めとなる。学校で、このような行事を行うのは、息抜きではなく、心も体も健全な発

達をするためには、集団として規律を守ったり、運動に親しんだり、責任感や連帯感の涵養を図ることは大切とさ

れているからである。その意味で、前向きに元気よく活動している姿は、本当に大切なことだと思う。何よりも、本

校の生徒は、よく声が出る。これからもずっと守ってほしいキャラクターだと思っている。 

そして、本校の教職員は、あらためて、素晴らしいと思う。球技大会中、職員室に教職員がいない！ 

つまり、生徒の近く（もちろん、審判をやったり、仕事に携わっていたりする教員もたくさんいるが）にいて、応援し

たり、学校の様子を見て 

いたりするのである。高校 

の教職員は、授業内容は高 

度になるので、授業準備を 

しっかりしないと授業がで 

きない。他にも業務を抱え 

ている。それでも、今日は、 

そばにいる。この学校全体 

の職場の安心感が、生徒が躍動している姿につながっているのだと心から思う 1日であった。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書とは、どう定義づけされるのだろうか。とても気になったので、Geminiに聞いてみた。 

回答は、時代や文脈によって広がりを見ているが、最も一般的な定義は次の通りであるそうだ。 

１、辞書的な定義では、「読書」は書物を読むこと。すなわち、本を読む行為を指す。 

２、現代的な「読書」の捉え方は、広義には、情報社会となり、メディアが多様化する現代では、「読書」の概念は

紙の書籍を読むことに限定されず、より広く捉えるようになっている。 

文科省「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」などでも、次のように捉えている。「媒体の多様化：紙

の書籍だけでなく、電子書籍、雑誌、図鑑、事典なども含み、インターネット上の信頼できる情報源からの情報入

手も、学習・探究のための読書として含まれることがある」「形式の多様化：目で読むだけでなく、幼い子が絵本

を「見ること」や読み聞かせを「耳で聴くこと」も重要な読書体験として含まれる」とされている。さらに、「行為とし

ての本質：読書の本質は、文字を追う行為でなく、書き手との対話、知識・教養の獲得、想像力・表現力の養成、

などの要素を含む知的活動であると捉えられる」となっているそうだ。 

読書の定義が気になったのは、最近、Audible で『成瀬は天下を取りにいく』（著者：宮島未奈）を朗読で聴いた

ことによる。多くの社会人が、電子書籍を読んだり、聴いたり（朗読会、朗読劇なども静かなブームともきく）して、

読書を楽しんでいるということを聞くことがあったので、聴いてみた。 

これが、面白い！！本のチョイスもあったかもしれないが、「成瀬は天下を〜」は、本当 

にイマジネーションがさらに拡張され、声を上げて笑ったり、切なさが押し寄せてきた 

り、４時間近くの朗読、書物に没頭したのである。学校で、読書を捉えるときは、なぜ 

か画一的なイメージがある。実は、これ、通信の第１号で書いた「石川県立図書館」 

この図書館では、図書館を人の集まるコミュニティにしたいため、「自由におしゃべり 

して良いし、互いに話しができるようスペース配置にしている」と言っていたの思い出 

す。逆に、静かに読書したい人のスペースを確保するという工夫をしていた。→ 

本の種類によるのではないかと指摘を受けそうだったので、別の本でもチャレンジして 

いるが、これもまた面白い。（この本の感想は、ここでは書かないので、ぜひ、校長室で） 

せっかくのなので、「最近の読書」から。もう１冊。 

『教員不足―誰が子どもを支えるのか』（著者：佐久間亜紀）を新書で読んだ。データに基づいており、現在の法

律や行政組織の在り方が丁寧に分析されていて、学校を客観的に見ることができる。教職員、保護者に読んでも

らいたい。そして、ライフラインとしての学校を再認識するきっかけを得ていただけると幸いである。 

 

 

 

最近の読書！？から。Audible による読書。「やってみなはれ」！ 

「宮分マーケット」での「やってみなはれ」 

11月１５日、富士宮分校で、「宮分マーケット」が開催された。日常の教育課程で取り組んでいる作業を中心に、

生徒たちのおもてなしを存分に楽しんだ。農園芸班は、野菜の販売を行うが、畑の前にお店を構え、畑で収穫し

て、その場で直販売するという新鮮さである。生徒たちは本当に楽しそうで、行列をつくったお客さんも笑顔であっ

った。クラフト班。可愛いポーチやレザーで作った名札ケースなど、高校生が作ったと思えない出来である。もう少

し大きな場所で販売しても良さそうなものがいっぱいある。陶芸班。色と 

りどりの湯呑み、お皿・・・一通り集めて食事で並べたい。淡い色が多く、 

優しくて、家族の温かみを感じる陶芸になっていて、宮分マーケットを象 

徴しているかのようだった。木工班。マーケットの表玄関で最初に店を 

構えていた。富士宮は、観光地らしく、至る所に（市街地ではなく、郊外 

に）、個人経営のレストランやカフェがある印象である。そういうところに 

展開していくと、店にマッチしそうだなと思った。メンテナンス班の脱臭剤 

づくり体験ができず申し訳なかったが、開会式での「並び替え」。どきど 

きさせられた（のがよかった）。生徒たちが、心からおもてなしをしてくれるし、マーケットがとても、盛況で、何でも

「やってみなはれ」だなと、私自身も「やらなわからしまへんで」だなと、雪を少し乗せた富士山を見上げて思った。 

 

 


